
日
下
部
吉
士
の
伝
承

押
木
珠
綬
を
め
ぐ
っ
て

小
　
　
妻
　
　
裕

子

１
、

大
草
香
皇
子
家
の
悲
劇

　
数
多
く
の
皇
位
継
承
争
い
を
描
く
記
紀
に
お
い
て
、
最
も
悲
劇
的
な
事
件
の

一
つ
に
大
草
香
皇
子
家
の
減
亡
が
あ
る
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
よ
う
で
あ

る
。　

安
康
天
皇
は
弟
雄
略
の
妃
と
し
て
大
草
香
皇
子
の
妹
幡
棲
皇
女
を
迎
え
る
た

め
坂
本
臣
の
祖
根
使
主
を
派
遣
す
る
。
根
使
主
は
、
大
草
香
皇
子
が
受
諾
の
証

に
献
っ
た
宝
物
”
押
木
珠
綬
”
を
着
服
し
、
天
皇
に
偽
り
の
奏
上
を
す
る
。
そ

の
謹
言
を
信
じ
た
安
康
に
よ
っ
て
大
草
香
皇
子
は
殺
さ
れ
、
皇
子
に
仕
え
て
い

た
難
波
吉
師
目
香
蚊
父
子
は
殉
死
す
る
。
安
康
は
大
草
香
皇
子
の
妻
中
帯
姫
を

皇
后
と
し
、
幡
綾
皇
女
を
雄
略
に
め
あ
わ
せ
る
。

　
こ
の
大
草
香
皇
子
殺
害
に
っ
い
て
は
記
紀
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
内
容
を

伝
え
て
い
る
が
、
紀
の
み
は
更
に
こ
れ
に
、
記
に
は
な
い
結
末
を
加
え
て
い

　
　
　
　
　
日
下
部
吉
士
の
伝
承

る
。
雄
略
十
三
年
、
呉
人
の
饗
応
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
根
使
主
が
「
押
木
珠
綬
」

を
身
に
つ
け
て
い
た
た
め
、
皇
后
幡
棲
皇
女
の
証
言
に
よ
っ
て
旧
悪
が
露
顕
し
、

根
使
主
は
諌
伐
さ
れ
る
。
更
に
難
波
吉
士
日
香
蚊
の
子
孫
に
は
「
大
草
香
部
吉

士
」
の
姓
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
大
草
香
皇
子
の

非
業
の
死
に
対
す
る
結
着
で
あ
る
が
、
同
時
に
草
香
部
吉
士
の
設
置
起
源
説
話

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
記
紀
を
比
較
し
て
み
る
と
、
根
使
主
の
譲
言
に
よ
っ
て
大
草
香
皇
子
が
殺
さ

れ
る
と
い
う
事
件
の
経
緯
は
両
者
と
も
ほ
ぽ
同
じ
ょ
う
な
内
容
を
伝
え
て
い
る

が
、
細
か
に
そ
の
記
述
を
み
て
い
く
と
そ
の
表
現
上
に
徴
妙
な
差
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
　
根
臣
、
遣
二
大
目
下
王
之
許
↓
令
レ
詔
　
　
（
記
）

　
　
遣
二
坂
本
臣
祖
根
使
主
↓
請
二
於
大
草
香
皇
子
一
目
（
紀
）

右
を
比
較
し
て
み
る
と
、
”
詔
〃
は
上
か
ら
下
に
告
げ
知
ら
せ
る
意
で
あ
る
の



　
　
　
　
　
目
下
部
吉
士
の
伝
承

に
対
し
、
　
”
請
”
は
も
と
も
と
君
主
に
ま
み
え
て
そ
の
命
令
を
乞
う
意
を
表
わ

し
た
が
、
転
じ
て
願
う
、
求
め
る
の
意
に
用
い
、
む
し
ろ
へ
り
下
っ
た
意
識
が

強
い
。
記
の
表
毘
は
、
あ
く
ま
で
も
天
子
と
し
て
の
命
令
者
の
立
場
で
安
康
を

描
い
て
お
り
、
そ
の
〃
詔
”
の
内
容
も

　
　
汝
命
之
妹
、
若
目
下
王
、
欲
レ
婚
二
大
長
谷
王
子
↓
故
、
可
レ
貢
。

と
い
う
命
令
で
あ
る
。
一
方
、
紀
は

　
　
願
得
二
幡
橡
皇
女
刈
以
欲
１
配
二
大
泊
瀬
皇
子
↓

と
懇
請
し
同
意
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
上
下
関
係
の
意
識
は

希
薄
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
大
草
香
皇
子
の
答
え
も
両
者
は
お
の

ず
か
ら
異
っ
た
も
の
と
な
る
。
記
は

　
　
四
拝
白
之
、
若
疑
！
有
二
如
レ
此
大
命
↓
故
、
不
レ
出
レ
外
以
置
也
。
是
恐
、

　
　
随
二
大
命
一
奉
進
。

と
あ
く
ま
で
臣
下
と
し
て
の
礼
を
つ
く
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
紀
は
や
は
り

臣
下
の
意
識
、
　
”
大
命
〃
に
対
す
る
服
従
の
意
識
は
希
薄
で
あ
る
。

　
　
僕
、
頃
患
重
病
、
不
レ
得
レ
愈
。
　
（
中
略
）
但
以
二
妹
幡
橡
皇
女
之
孤
↓
而

　
　
不
レ
能
二
場
死
一
耳
。

皇
子
の
感
情
の
中
心
は
、
自
分
の
死
後
の
妹
の
境
遇
に
対
す
る
憐
懸
で
あ
り
、

そ
れ
を
天
皇
家
に
託
す
決
意
で
あ
る
。
大
草
香
皇
子
に
と
っ
て
幡
棲
皇
女
を
大

泊
瀬
皇
子
に
め
あ
わ
せ
る
と
い
う
安
康
の
意
志
は
大
命
で
は
な
く
”
大
恩
〃
な

の
で
あ
る
。
書
紀
に
は
明
ら
か
に
対
等
た
婚
姻
関
係
を
っ
く
り
上
げ
よ
う
と
い

二

う
意
識
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
記
に
よ
れ
ば
、
大
草
香
皇
子
は
安
康
に
対
し
、
受
諾
の
し
る
し
に
”
礼
物
〃

と
し
て
「
押
木
珠
糧
」
を
献
上
し
て
い
る
。
『
記
伝
』
は
そ
れ
を
”
章
夜
士
漏
”

と
訓
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
ノ
シ
日

　
　
章
夜
は
ゐ
や
ま
ひ
か
へ
り
申
す
こ
と
、
代
は
其
ノ
奉
る
物
実
な
り
ー
略
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
）

　
　
此
は
、
若
目
下
王
を
大
長
谷
王
に
奉
り
給
ふ
礼
の
実
の
物
な
り

と
し
て
い
る
。
宣
長
も
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
　
”
礼
代
〃
の
用
例
と
し
て
は
、

『
遣
唐
使
時
奉
幣
祝
詞
』
に

　
　
（
皇
神
命
以
亘
、
）
教
悟
給
比
那
我
良
、
船
屠
作
給
搬
礼
悦
己
備
嘉
志
美
礼
代

　
　
乃
幣
畠
乎
…
…
進
奉
久
止
申
。

ま
た
『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』
に

　
　
…
…
神
乃
礼
白
、
臣
能
礼
白
登
、
御
穣
乃
神
宝
献
良
久

と
み
え
る
。
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
天
皇
或
い
は
神
に
対
す
る
捧
げ
物
の
意
で
あ

る
か
ら
、
お
そ
ら
く
”
礼
物
〃
は
天
皇
或
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
権
威
に
対
す
る

献
上
の
品
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ぱ
、
こ
こ
で
は
婚
儀
拝
受
の
し
る

し
と
し
て
臣
下
の
立
場
か
ら
雄
略
に
献
上
さ
れ
た
品
物
を
意
味
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
一
方
、
紀
は
「
丹
心
を
呈
さ
む
」
た
め
の
「
信
契
」
と
し
て
献
上
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
）

と
し
て
い
る
。
　
「
丹
心
」
は
誠
実
な
心
の
意
で
あ
り
、
信
・
契
は
と
も
に
し
る

し
、
あ
か
し
の
意
味
で
、
契
の
字
は
二
片
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
も
の
を
証
と
し

て
成
ら
し
め
る
割
符
を
表
わ
す
。
そ
れ
は
、
両
方
の
合
意
と
し
て
成
立
す
べ
き



婚
儀
に
対
す
る
大
草
香
皇
子
家
の
誠
意
の
表
明
で
あ
り
、
対
等
な
立
場
か
ら
の

契
約
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
言
葉
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
大
目
下
王
者
、
不
１
受
二
勅
命
膏
、
己
妹
乎
、
為
二
等
族
之
下
席
一
而
、
取
二

　
　
横
刀
之
手
上
一
而
怒
歎
。
　
（
記
）

　
　
乃
謂
レ
臣
日
、
其
難
二
同
族
↓
豊
以
二
吾
妹
一
得
レ
為
レ
妻
耶
（
紀
）

と
い
う
根
使
主
の
譲
言
は
全
く
の
デ
ッ
チ
上
げ
で
は
な
く
、
大
草
香
皇
子
の
天

皇
家
に
対
す
る
上
述
の
よ
う
た
対
等
意
識
の
反
映
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と

田
甘
う
。

　
こ
の
後
、
安
康
が
皇
后
中
帯
姫
に
大
草
香
皇
子
殺
害
の
こ
と
を
物
語
る
の
を

聞
い
て
、
皇
子
の
遺
子
眉
輪
王
が
艮
寝
中
の
安
康
を
暗
殺
す
る
と
い
う
事
件
が

起
き
て
い
る
。
兄
の
変
事
を
聞
い
た
雄
略
に
攻
め
ら
れ
、
眉
輸
王
は
円
大
臣
の

宅
に
逃
げ
入
り
、
円
大
臣
は
こ
れ
を
か
く
ま
う
。
円
大
臣
は
女
韓
媛
と
葛
城
の

土
地
を
献
上
す
る
が
雄
略
は
許
さ
ず
、
円
大
臣
の
宅
を
焼
き
、
眉
輸
王
と
円
大

臣
は
焼
死
す
る
。

　
こ
こ
で
不
思
議
に
思
え
る
こ
と
は
、
円
大
臣
が
な
ぜ
眉
輸
王
に
味
方
し
た
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
雄
略
は
允
恭
の
嫡
腹
の
皇
子
で
、
安
康
の
同
母
弟
で
あ

る
。
一
方
眉
輸
王
は
、
同
じ
く
仁
徳
の
孫
で
あ
る
と
は
い
え
、
父
大
草
香
皇
子

は
日
向
諸
県
君
女
と
い
う
卑
母
の
所
生
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
父
を
失
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
雄
略
と
は
勢
力
の
点
で
比
較
に
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
円
大
臣
は
こ
の
王
子
を
か
く
ま
っ
た
。
し
か
も
、
紀
に
よ

　
　
　
　
　
日
下
部
吉
士
の
伝
承

れ
ば
安
康
の
同
母
弟
黒
彦
皇
子
ま
で
味
方
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　
井
上
光
貞
氏
は
「
こ
れ
ら
一
連
の
内
乱
は
、
イ
チ
ノ
ベ
ノ
オ
ッ
ハ
ノ
ミ
コ
ら

葛
城
系
の
皇
統
を
あ
く
ま
で
支
援
し
よ
う
と
す
る
葛
城
氏
と
、
葛
城
の
勢
力
を

排
除
し
よ
う
と
い
う
、
大
伴
・
物
都
な
ど
の
新
興
豪
族
と
の
対
立
に
よ
っ
て
導

か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
葛
城
の
ツ
ブ
ラ
ノ
オ
ミ
が
マ
ヨ
ワ
ノ
ミ
コ
の
た

め
に
戦
っ
た
の
は
、
マ
ヨ
ワ
ノ
、
・
・
コ
を
皇
位
に
つ
げ
る
た
め
で
は
な
く
て
、
イ

チ
ノ
ベ
ノ
オ
シ
ハ
ノ
、
・
・
コ
の
不
安
定
な
皇
位
を
確
立
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
は

　
　
　
　
（
注
３
）

あ
る
ま
い
か
」
と
い
わ
れ
る
。
当
時
の
政
治
状
況
は
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
円
大
臣
が
眉
輪
王
を
援
護
し
て
戦
っ
た

こ
と
の
充
分
な
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
状
態
の
中

で
一
層
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
立
場
で
あ
る
葛
城
氏
が
、
市
辺
押
磐
皇
子

の
皇
位
継
承
の
た
め
に
敢
え
て
大
き
な
賭
け
を
託
し
う
る
ほ
ど
に
眉
輸
王
が
有

効
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

２
、

大
草
香
皇
子
の
背
後
勢
力

　
押
磐
皇
子
は
系
譜
上
極
め
て
濃
い
葛
城
氏
系
皇
統
で
あ
る
。
当
時
の
葛
城
氏

の
勢
力
か
ら
み
て
、
押
磐
皇
子
は
有
力
な
皇
位
継
承
候
補
老
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
測
で
き
る
。
し
か
し
一
方
に
、
忍
坂
大
中
姫
を
母
と
す
る
安
康
・
雄
雌
二
皇

子
の
存
在
が
あ
っ
た
。
忍
坂
大
中
姫
は
、
安
康
即
位
前
紀
に
よ
れ
ば
、
応
神
が

　
　
　
（
注
４
）

河
派
仲
彦
の
女
弟
媛
を
要
っ
て
生
ん
だ
稚
野
毛
二
派
皇
子
の
女
で
あ
る
。
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



髪
長
媛

仁
徳

目
下
部
吉
士
の
伝
承

中
箒
姫

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｉ
眉
輪
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
城

　
　
　
　
大
草
香
皇
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糞
媛

　
　
　
　
幡
桧
皇
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
賢

　
　
　
葛
城
　
　
丁
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顕
宗

『
釈
紀
』
の
引
く
上
宮
記
逸
文
に
よ
れ
ぽ
忍
坂
大
中
姫
の
兄
弟
に
あ
た
る
意
寓

富
等
王
の
曽
孫
に
息
長
系
王
朝
の
始
祖
と
い
わ
れ
る
継
体
が
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
血
脈
の
伝
承
か
ら
見
て
、
忍
坂
大
中
姫
の
所
生
で
あ
る
安
康
・
雄

略
の
二
皇
子
は
息
長
氏
系
統
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
新
興
豪
族
た
ち

　
　
　
　
　
（
５
）

の
支
持
を
得
て
拾
頭
し
、
押
磐
皇
子
を
擁
立
す
る
葛
城
氏
の
脅
威
と
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
葛
城
氏
が
敢
え
て
眉
輪
王
に
加
担
し

た
の
は
、
眉
輪
王
側
に
も
相
当
の
勢
力
が
ひ
か
え
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
当
時
の
大
草
香
皇
子
家
の
立
場
を
考
え
る
時
、
允
恭
即
位
前
紀
の
次
の
よ
う

な
記
述
は
暗
示
的
で
あ
る
。

垂
仁
　
　
　
　
イ
ワ
ツ
ク
ワ
ケ
　
　
　
ｏ
ｌ
ｏ
ｌ
ｏ
ｌ
○
　
　
　
布
利
比
弥
命

　
　
　
　
　
　
　
畢
－
－
　
人

　
　
瑞
歯
別
天
皇
崩
。
髪
群
卿
議
之
目
、
方
今
、
大
鶴
鵜
天
皇
之
子
、
雄
朝
津

　
　
問
稚
子
宿
彌
皇
子
、
与
二
大
草
香
皇
子
↓
然
雄
朝
津
問
稚
子
宿
禰
皇
子
、

　
　
長
之
仁
孝
。

こ
の
よ
う
に
、
即
位
に
際
し
て
対
立
侯
補
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
か
な

り
特
異
な
書
き
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
他
に
継
体
即
位
前
紀
の
倭
彦

王
と
、
箭
明
即
位
前
紀
の
山
背
大
兄
王
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
山
背
大

兄
王
は
事
実
、
蘇
我
馬
子
の
女
で
あ
っ
た
生
母
の
血
統
の
ゆ
え
に
有
力
な
皇
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
６
）

継
承
候
補
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
倭
彦
王
の
場
合
は
、
継
体
即
位
前
の

内
乱
状
態
の
反
映
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
允
恭
即
位
前
紀
の
大
草
香
皇
子

の
場
合
は
ど
う
か
。
こ
こ
で
は
、
允
恭
に
１
対
抗
し
う
る
皇
位
継
承
侯
補
者
と
し

て
の
大
草
香
皇
子
の
立
場
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
却
ち
、
安
康
紀
に
お
け

る
大
草
香
皇
子
の
優
位
性
と
同
じ
意
図
を
持
っ
て
い
る
。
即
ち
、
葛
城
氏
の
勢

力
を
背
景
と
す
る
允
恭
に
対
し
、
大
草
香
皇
子
が
勢
力
的
に
そ
れ
ほ
ど
劣
ら
な

い
立
場
に
あ
っ
た
と
す
る
主
張
で
あ
る
。



　
結
果
的
に
は
、
　
「
雄
朝
問
稚
子
宿
彌
皇
子
、
長
之
仁
孝
」
ゆ
え
に
、
允
恭
が

即
位
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
草
香
皇
子
の
勢
力
は
お
そ
ら
く
允
恭
崩
後
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
大
草
香
皇
子

の
優
位
性
は
安
康
元
年
に
も
ひ
き
っ
が
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
履
中
の
皇
子
で

あ
る
押
磐
皇
子
が
皇
位
継
承
侯
補
者
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ァ
ツ
ブ
さ
れ
る
時
に
、

安
康
が
同
母
弟
大
泊
瀬
皇
子
と
大
草
香
皇
子
の
妹
を
め
あ
わ
せ
よ
う
と
し
た
の

は
、
そ
の
よ
う
な
無
視
で
き
な
い
大
草
香
皇
子
の
背
後
勢
力
と
の
融
和
策
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
融
和
策
は
決
裂
し
た
。
こ
こ
に
安
康
と
大
草

香
皇
子
の
抗
争
が
起
き
、
皇
子
は
滅
ぽ
さ
れ
る
。
そ
の
遺
児
眉
輪
王
は
、
記
に

よ
れ
ば
安
康
を
暗
殺
し
た
時
七
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
若
年
の
、

孤
児
同
然
の
王
子
を
円
大
臣
が
庇
護
し
た
の
は
、
大
草
香
皇
子
の
遺
し
た
勢
力

に
着
目
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
安
康
紀
に
よ
れ
ば
、
大
草
香
皇
子
に
殉
死
し
た
難
波
吉
師
日
香
蚊
父
子
は
皇

子
の
側
近
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
”
吉
師
〃
は
水
上
交
通
の
技
術
者
集
団
で
あ
り
・

四
世
紀
後
半
か
ら
活
発
に
な
っ
て
き
た
朝
鮮
半
島
と
の
交
通
に
あ
た
っ
て
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
７
）

な
地
位
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
神
功
皇
后
の
朝
鮮
出
兵
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
四
世
紀
以
後
の
軍
事

力
に
お
い
て
水
軍
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
の

当
時
の
大
き
な
反
乱
を
み
て
み
る
と
、
住
吉
仲
皇
子
の
乱
で
は
、
海
部
を
管
掌

し
て
い
た
阿
曇
連
と
淡
路
の
野
嶋
の
海
人
ら
が
住
吉
仲
皇
子
軍
に
加
担
し
て
大

　
　
　
　
　
目
下
部
吉
士
の
伝
承

　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
８
）

き
な
働
き
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
星
川
皇
子
は
そ
の
生
母
吉
傭
稚
媛
の
宗
家
で

あ
る
吉
備
氏
の
水
軍
を
背
景
と
し
て
反
乱
を
起
こ
し
て
い
（
暫
）
当
時
に
お
い
て

水
軍
力
は
勢
力
の
一
環
と
し
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ

る
。
同
じ
よ
う
に
、
実
際
に
水
上
交
通
に
た
け
た
吉
士
集
団
を
擁
し
て
い
た
と

す
れ
ば
、
大
草
香
皇
子
の
勢
力
も
ま
た
、
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。

　
大
草
香
皇
子
と
草
香
部
吉
士
（
難
波
吉
師
）
と
の
問
に
紀
が
主
張
す
る
よ
う

な
関
係
が
実
際
に
あ
一
た
と
す
れ
ば
、
養
育
関
係
で
は
な
い
か
と
管
・
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
０
）

は
下
る
が
、
天
武
天
皇
積
宮
の
記
事
に

　
　
第
一
大
海
宿
彌
菖
蒲
、
謀
二
壬
生
事
｝

と
あ
る
。
　
「
壬
生
」
は
皇
子
の
養
育
係
で
、
推
古
十
五
年
春
二
月
に
壬
生
部
設

置
の
事
が
み
え
る
。
こ
こ
で
壬
生
の
諌
を
大
海
宿
彌
が
行
な
っ
て
い
る
こ
と
と
・

天
武
の
幼
名
大
海
人
皇
子
と
は
お
そ
ら
く
関
係
あ
ろ
う
。
大
海
人
皇
子
の
養
育

者
が
大
海
氏
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
”
大
海
人
皇
子
〃
と
名
付
げ
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
雄
略
即
位
前
紀
に
眉
輸
王
に
加
担
し
た
た
め
に
雄
略
に
殺

害
さ
れ
た
境
黒
彦
皇
子
に
っ
い
て
、

　
　
於
是
、
大
臣
与
二
黒
彦
皇
子
眉
輪
王
｛
倶
被
二
燵
死
↓
時
坂
合
部
連
執
貝
宿
彌
・

　
　
抱
二
皇
子
屍
一
而
見
二
播
死
↓
其
舎
人
等
、
収
二
取
所
７
焼
、
遂
難
レ
択
！
骨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
境
黒
彦
皇
子
と
坂
合
部
連
の
名
を
比
較
す
る
と
、
そ
こ

に
特
別
の
関
係
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
彼
ら
は
、
皇
子
と
そ
の
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
目
下
部
吉
士
の
伝
承

育
者
と
い
う
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
大
草
香
皇
子
が
草
香
部
吉
士
と
養
育
を
通
じ
て

特
別
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
た
い
か
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
即
ち
、

皇
子
の
養
育
者
で
あ
る
草
香
部
吉
士
に
ち
な
ん
で
、
大
草
香
皇
子
の
名
が
付
げ

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
草
香
皇
子
と
草
香
都
吉
士
と
の
関
係
を
述
べ
て
い

る
の
は
書
紀
の
み
に
み
ら
れ
る
伝
承
た
の
で
あ
る
が
、
安
康
紀
か
ら
雄
略
紀
に

か
げ
て
こ
の
一
連
の
物
語
を
み
て
み
る
と
、
決
し
て
そ
れ
を
後
世
の
付
会
と
し

て
の
み
処
理
で
き
な
い
ほ
ど
、
密
度
の
濃
い
物
語
に
た
っ
て
い
る
。

　
根
使
主
に
対
す
る
大
草
香
皇
子
の
言
葉
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
記
に
比
べ
て

私
的
感
情
に
澄
れ
て
お
り
、
そ
の
底
に
天
皇
家
に
対
す
る
対
等
意
識
が
流
れ
て

い
る
。
記
に
は
な
い
難
波
吉
師
目
香
蚊
父
子
の
殉
死
の
物
語
も
ま
た
詳
細
に
描

写
さ
れ
て
い
る
。
主
君
の
死
を
嘆
き
、
そ
の
遺
体
を
抱
い
て
悲
し
み
を
述
べ
る

父
子
の
忠
誠
を
感
動
的
に
描
き
、

　
　
軍
衆
悉
流
涕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
Ｏ
　
　
◎
　
　
◎
　
　
Ｏ

と
共
感
を
以
っ
て
結
ん
で
い
る
。
し
か
も
「
君
先
レ
罪
而
死
之
」
と
い
三
言
葉

を
二
度
も
繰
り
返
し
て
い
る
ほ
ど
、
大
草
香
皇
子
の
死
に
対
す
る
義
憤
に
満
ち

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
そ
の
ま
ま
雄
略
十
四
年
四
月
紀
に
つ
な
が
っ

て
、
事
件
の
結
末
を
つ
け
て
い
る
。
根
使
主
の
旧
悪
露
顕
と
諌
伐
に
よ
っ
て
大

草
香
皇
子
の
冤
罪
を
晴
ら
す
と
と
も
に
、
草
香
部
吉
士
の
起
源
説
話
と
も
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
草
香
部
吉
士
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

六

か
で
あ
る
。

　
こ
の
伝
承
の
特
徴
の
一
つ
は
、
物
語
全
体
に
極
め
て
特
殊
な
表
現
や
知
識
が

澄
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
僕
頃
患
二
重
病
一
不
。
得
。
愈
。
警
如
二
物
積
レ
船
以
待
レ
潮
者
。

と
い
う
表
現
は
、
海
に
関
係
の
深
い
、
そ
れ
も
漁
労
集
団
で
あ
る
よ
り
も
む
し

ろ
航
海
．
交
易
に
深
い
関
係
を
持
つ
人
々
の
生
活
感
覚
に
基
い
た
警
職
で
あ
る

こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
雄
略
十
四
年
根
使
主
の
旧
悪
露
顕
の
背
景
に
呉
人

の
饗
応
と
い
う
特
殊
状
況
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
欽
明
十
一
年

及
び
箭
明
四
年
に
は
吉
士
・
難
波
吉
士
ら
が
外
国
の
使
者
を
接
待
し
た
記
事
が

み
ら
れ
る
が
、
三
浦
氏
の
「
吉
士
に
っ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
外
国
と
の
交
渉
は

吉
士
の
職
掌
の
最
も
主
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
紀
の
使
節
派
遣
記
事

の
中
で
も
・
吉
士
の
名
が
圧
倒
的
な
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
対
外
交

渉
の
職
務
の
中
に
、
外
来
使
節
の
接
待
が
当
然
合
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
外

来
使
節
の
饗
応
と
い
う
特
殊
状
況
は
、
伝
承
者
で
あ
る
草
香
部
吉
士
に
と
っ
て

極
め
て
関
心
の
深
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
知
識
を
充
分
持
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
根
使
主
の
旧
悪
露
顕
の
直
接
の
き
っ
か
げ
と
な
り
、
さ
か
の
ぽ
っ
王
一
一
目
え
ぱ
、

大
草
香
皇
子
事
件
そ
の
も
の
の
原
因
と
な
っ
た
”
押
木
珠
綬
〃
な
る
宝
物
は
ど

の
よ
う
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
記
伝
は
、

　
　
書
紀
に
立
綬
と
も
あ
る
を
思
ふ
に
、
其
の
押
木
の
さ
ま
に
造
り
た
る
茎
に



　
　
玉
を
貫
ね
た
る
に
や
、
磐
木
綬
と
い
ふ
も
其
ノ
状
形
の
巌
の
立
た
る
如
く

　
　
見
ゆ
る
を
以
て
云
か
木
と
は
其
茎
を
云
ふ
ぺ
し

　
　
　
　
（
注
ｕ
）

と
し
て
い
る
。

　
綬
と
い
う
の
は
、
蔓
草
や
木
の
枝
・
花
な
ど
で
作
っ
た
髪
飾
り
で
、
魏
志
倭

人
伝
に

　
　
男
子
皆
露
紛
、
以
木
縣
招
頭

と
あ
る
の
で
、
早
く
か
ら
髪
飾
り
を
っ
げ
る
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

記
紀
の
イ
ザ
ナ
ギ
の
黄
泉
国
訪
間
講
の
中
に
、
蔓
が
葡
萄
に
化
成
す
る
説
話
が

あ
り
、
尾
張
国
風
土
紀
逸
文
吾
綬
条
に
は
賢
樹
の
枝
で
作
っ
た
綬
に
よ
っ
て
神

の
所
在
を
知
る
話
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
童
は
呪
術
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
２
）

土
橋
教
授
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
問
題
の
”
押
木
珠
綬
〃
も
こ
の
よ
う
な
簑
の
一
種
で
あ
る
ら
し
い
が
、
紀
に

　
　
根
使
主
見
二
押
木
珠
綬
一
感
二
其
麗
美
刈
以
為
盗
為
二
已
宝
↓

と
あ
る
の
で
、
か
な
り
立
派
な
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
播
磨
国
風

土
記
賀
古
郡
比
礼
墓
条
に

　
　
昔
　
犬
帯
日
子
命
　
謎
二
印
南
別
嬢
之
時
↓
（
中
略
）
到
二
摂
津
国
高
瀬
之

　
　
済
｝
請
二
欲
度
此
河
一
（
中
略
）
却
取
下
為
二
道
行
儲
一
之
弟
糧
上
、
投
二
入
舟

　
　
中
一
則
綬
光
明
　
燗
然
満
レ
舟

と
あ
る
”
弟
糧
〃
は
、
燦
然
と
し
て
豪
華
な
綬
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
糧
が
蔓

草
や
布
で
作
ら
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
金
冠
の
類
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
日
下
部
吉
士
の
伝
承

う
。　

わ
が
国
の
中
・
後
期
の
古
墳
の
副
葬
品
の
中
に
金
銅
製
の
冠
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
後
藤
守
一
氏
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
金
銅
製
の
薄
板
を
加
工
し
た
も
の

で
、
瑠
璃
玉
や
ガ
ラ
ス
玉
を
は
め
こ
み
壊
瑠
を
つ
げ
た
装
飾
的
な
物
も
み
ら
れ

　
　
　
（
注
１
３
）

る
と
い
う
。
ま
た
、
朝
鮮
の
金
冠
塚
や
瑞
宝
塚
で
発
見
さ
れ
た
金
冠
は
一
層
技

巧
的
で
荘
重
牽
麗
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
小
林
行
雄
氏
は
、

こ
の
よ
う
な
金
冠
の
着
用
は
古
墳
時
代
中
期
以
降
の
風
俗
で
、
大
陸
か
ら
製
品

の
彩
で
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
使
用
の
層
も
か
な
り
隈
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
Ｍ
）

て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
金
冠
出
土
古
墳
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
後
期
の
も

の
で
、
六
世
紀
頃
の
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
か
ら

金
冠
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
鉄
製
環
頭
大
刀
の
銘
「
治
天
下
猿
口
□
口
歯
大
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
５
）

世
」
を
、
福
山
敏
男
氏
が
「
猿
宮
、
・
・
ヅ
歯
大
王
」
と
判
読
さ
れ
て
以
来
有
力
説

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ぱ
、
反
正
朝
を
基
準
に
金
銅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
６
）

製
冠
の
着
用
の
時
期
も
推
定
で
き
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
頃
が
日
本
に
お
げ
る
金

冠
着
用
の
最
も
早
い
時
期
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
大
草
香
皇
子
の
”
押
木
珠
糧
〃
が
こ
の
大
陸
風
金
冠
で
あ
る
な
ら
、
皇
子
は

い
ち
は
や
く
こ
の
よ
う
な
大
陸
的
風
俗
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
大

陸
と
の
交
渉
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
に
た
る
。
紀
の
物
語
に
お
い
て
、
根
使
主

は
”
押
木
珠
綬
”
の
美
し
さ
ゆ
え
に
そ
れ
を
着
服
し
て
天
皇
に
偽
奏
し
た
の
で

あ
り
、
の
ち
に
根
使
主
が
そ
れ
を
着
げ
て
呉
人
を
饗
応
し
た
時
、
そ
の
美
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
　
　
目
下
部
吉
士
の
伝
承

と
珍
し
さ
ゆ
え
に
天
皇
の
耳
に
達
し
、
旧
悪
が
露
顕
す
る
と
い
う
筋
の
運
び
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
押
木
珠
綬
が
、
当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た
朝
鮮
到
来
の
華
麗

な
装
飾
を
施
し
た
金
銅
製
冠
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
天
皇
も
所
有
し
て

い
な
か
っ
た
こ
の
宝
物
を
、
大
草
香
皇
子
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
草
香
部
吉
士

で
あ
っ
た
ろ
う
。
吉
士
集
団
は
対
外
交
渉
に
活
躍
し
て
い
た
集
団
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
外
国
か
ら
の
宝
物
を
も
た
ら
す
役
割
も
担
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
白
雑

五
年
七
月
条
に
は
西
海
使
吉
士
長
丹
が
唐
か
ら
文
書
と
と
も
に
多
く
の
宝
物
を

得
て
帰
り
少
花
下
位
を
授
げ
ら
れ
た
記
事
が
あ
る
。
　
”
押
木
珠
綬
”
が
金
冠
で

あ
る
と
す
る
な
ら
、
草
香
部
吉
士
が
そ
の
輸
入
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
充
分

考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
非
常
に
貴
重
な
美
し
い
装
飾
品
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
て

い
た
に
違
い
な
い
。

３
、

目
下
部
氏
の
分
布
と
金
冠
伝
来

　
「
キ
シ
」
と
い
う
ヵ
バ
ネ
は
、
三
浦
氏
に
よ
れ
ぱ
も
と
新
羅
で
用
い
ら
れ
て

い
た
官
位
で
、
目
本
で
は
対
外
交
渉
に
専
従
し
た
帰
化
系
集
団
に
対
し
て
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
７
）

ら
れ
た
一
種
の
姓
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
冠
せ
ら
れ
た
「
草
香
部
・
目
下

部
」
は
、
地
名
と
し
て
も
人
名
と
し
て
も
、
北
九
州
・
出
雲
周
辺
を
中
心
に
畿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
８
）

内
・
丹
後
・
東
国
と
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
。
目
下
部
氏
に
関
わ
る
伝
承
も

少
な
く
な
い
が
、
そ
の
中
で
、
丹
後
国
風
土
記
逸
文
の
浦
嶋
伝
説
は
「
日
下
部

首
等
先
祖
名
云
二
筒
川
喚
子
一
」
と
い
う
、
目
下
部
首
の
始
祖
伝
承
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
水
野
祐
氏
は
「
喚
子
の
伝
説
が
、
た
と
え
そ
れ
が
原
初

的
に
は
、
付
近
一
円
の
漁
労
民
の
間
で
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
伝
説
で
あ
っ
た

に
し
て
も
、
一
度
氏
族
伝
説
と
し
て
、
旧
下
部
首
族
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
氏
人

に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
る
に
至
」
っ
た
と
さ
れ
、
こ
こ
に
み
え
る
”
目
下
部
首
〃

に
つ
い
て
、
　
「
目
下
部
の
伴
造
で
あ
り
、
開
化
天
皇
後
蕎
氏
族
で
、
丹
波
道
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
１
９
）

の
同
族
で
あ
り
、
丹
波
与
謝
郡
を
本
貫
の
地
と
し
た
古
い
大
豪
族
で
あ
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
０
）

と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
日
下
部
首
が
彦
坐
命
の
後
蕎
と
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
目
下
部
首
は
丹
波
系
氏
族
の
一
員
で
あ
っ
た
と
類
推
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
、
「
古
く
か
ら
丹
波
を
中
心
と
し
た
日
本
海
沿
岸
の
曲
浦
、
丹
後
半
島
の
西

と
東
に
占
居
し
て
い
た
古
代
慣
海
航
海
民
で
あ
っ
て
、
漁
揚
・
航
海
に
従
事
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
１
）

て
い
た
人
び
と
を
基
盤
と
し
て
い
た
」
丹
波
系
氏
族
の
一
成
貝
と
し
て
、
丹
波

地
方
の
目
下
部
が
日
下
部
首
の
下
で
漁
携
・
航
海
民
集
団
を
砂
成
し
て
い
た
と

さ
れ
る
。
更
に
肥
前
国
風
土
記
松
浦
郡
鏡
渡
条
に
目
下
部
君
の
祖
弟
日
姫
子
の
説

話
を
載
せ
て
い
る
が
、
こ
の
地
は
松
浦
川
の
河
口
付
近
の
港
で
、
朝
鮮
半
島
へ

の
航
海
ル
ー
ト
に
た
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
弟
目
姫
子
の
夫
大
伴
狭
手
彦

が
任
那
・
百
済
派
遺
に
あ
た
っ
て
こ
こ
か
ら
出
港
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
え

る
。
ま
た
、
そ
の
大
伴
狭
手
彦
と
弟
日
姫
子
の
物
語
を
始
祖
伝
承
に
持
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
目
下
部
君
自
身
半
島
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
航
海
・
漁
携
に
関
係
の
深
い
説
話
を
持
つ
日
下
部
氏
の
多
く
は
、



海
港
に
近
い
土
地
に
婚
踊
し
て
い
た
彩
跡
を
持
っ
。
お
そ
ら
く
目
下
部
は
、
本

来
漁
携
・
航
海
な
ど
に
従
事
す
る
部
民
で
あ
り
、
海
上
交
通
の
技
術
者
集
団
で

あ
る
吉
士
が
彼
ら
の
一
部
を
管
掌
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
金
冠
出
土
古
墳
は
十
八
基
、
出
土
金
冠
（
金
銅
・
鍍
銀
・

銀
製
を
含
む
）
は
二
十
一
個
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
海

港
あ
る
い
は
川
に
臨
ん
で
い
る
の
で
、
金
冠
は
水
上
運
輸
さ
れ
た
と
み
て
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
２
）

で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
目
下
部
の
分
布
と
深
い
関
係
が
み
ら
れ
る
の
は
十
一
基

で
あ
る
。

出
土
古
墳

江
田
船
山
古
墳

汐
見
古
墳

島
田
塚
古
墳

銀
冠
塚
古
墳

宮
地
獄
古
墳

東
宮
山
古
墳

築
山
古
墳

諸
木
古
墳

長
者
平
古
墳

庸
塚
古
墳

分
　
　
布

地

熊
本
県
玉
名
郡
菊
水
町

佐
賀
県
武
雄
市
橘
町

佐
賀
県
唐
津
市
鏡
今
屋
敷

福
岡
県
鞍
手
町
八
尋

福
岡
県
宗
像
郡
津
屋
崎
町

愛
媛
県
川
之
江
市
東

島
根
県
出
雲
市
上
塩
冶
町

鳥
取
県
西
伯
郡
会
見
町

鳥
取
県
西
伯
郡
淀
江
町
福
岡

大
阪
府
茨
木
市
宿
久
庄

日
下
部
吉
士
の
伝
承

　
関
　
連
　
事
　
項

肥
後
国
合
志
郡
擬
大
領
日
下
部
辰

吉
（
続
日
本
紀
）

阿
蘇
神
宮
権
宮
司
草
部
氏
（
阿
蘇

系
図
）

松
浦
郡
鏡
渡
条
日
下
部
君
伝
承

（
風
土
記
）

来
坂
久
佐
加
神
杜
（
風
土
記
）

ま
た
、
宍
道
湖
周
辺
に
日
下
部
の

分
布
著
し
い
。

伯
者
国
会
見
郡
日
下
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
名
抄
）

淀
川
水
系
・
摂
津
に
お
げ
る
目
下

部
の
分
布
（
姓
氏
録
）

稲
荷
山
古
墳

石
船
山
古
墳

桜
ケ
丘
古
墳

二
子
山
古
墳

古
城
古
墳

乗
附
古
墳

山
王
山
古
墳

三
味
塚
古
墳

　
こ
の
よ
う
に
、

き
る
と
す
れ
ば
、

滋
賀
県
高
島
郡
高
島
町
鴨

福
井
県
吉
田
郡
松
岡
町
吉
野
境

長
野
県
東
筑
摩
郡
本
郷
村

群
馬
県
佐
波
郡
玉
村
町
山
王

群
馬
県
伊
勢
崎
市
今

群
馬
県
高
崎
市

千
葉
県
市
原
市
姉
崎

茨
木
県
行
方
郡
玉
造
町
沖
州

一
利
根
川
及
び
そ
一
支
流
沿
岸
と
利

根
川
下
流
の
日
下
部
氏

上
総
国
造
丁
日
下
部
使
主
三
中

　
　
　
　
　
　
　
　
（
萬
葉
集
）

下
総
国
匝
瑳
郡
目
部
郷
（
和
名
抄
）

と
利
根
川
を
は
さ
ん
で
隣
接

　
　
　
　
　
　
　
金
冠
出
土
古
墳
の
ほ
と
ん
ど
が
日
下
部
と
の
関
連
を
推
測
で

　
　
　
　
　
　
　
金
冠
の
舶
載
に
日
下
部
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
の
裏
付
げ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
水
軍
従
事
者
を
率
い
た
草
香
部
吉

士
が
大
草
香
皇
子
に
金
冠
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
う
る
。

以
上
、
考
察
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

０
Ｄ
　
安
康
紀
元
年
の
大
草
香
皇
子
の
譲
死
と
難
波
吉
士
父
子
の
殉
死
は
、
雄

　
　
略
十
四
年
の
根
使
主
諌
伐
・
大
草
香
部
吉
士
設
置
の
記
事
と
首
尾
一
貫
し

　
　
て
、
草
香
部
吉
士
の
設
置
起
源
説
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

似
　
物
語
の
要
素
に
、
航
海
、
対
外
交
渉
と
い
う
よ
う
な
特
殊
な
知
識
を
駆

　
　
使
し
て
い
る
こ
と
。

ゆ
特
に
”
押
木
珠
糧
〃
は
舶
来
の
金
冠
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
舶
載
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
日
下
部
吉
士
の
伝
承

　
　
日
下
部
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
従
っ
て

　
　
そ
の
美
し
さ
や
貴
重
さ
が
熟
知
の
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
↑
ｏ
　
全
体
的
な
詳
細
さ
、
草
香
部
吉
士
の
大
草
香
皇
子
の
死
に
対
す
る
悲
噴

　
　
な
ど
、
こ
の
物
語
全
体
に
真
実
味
が
あ
り
、
大
草
香
皇
子
と
草
香
部
吉
士

　
　
の
問
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

従
っ
て
こ
の
説
話
は
、
大
草
香
皇
子
と
草
香
部
吉
士
の
間
の
事
実
関
係
を
も
と

に
、
草
香
部
吉
士
特
有
の
知
識
で
脚
色
さ
れ
た
、
草
香
部
吉
士
設
置
起
源
説
話

で
あ
る
こ
と
が
繕
論
づ
げ
ら
れ
る
。

４
、

草
香
部
吉
士
伝
承
の
定
着

　
紀
は
、
草
香
部
吉
士
設
置
の
記
事
の
あ
と
に
、
根
使
主
の
子
で
あ
る
と
い
う

小
根
使
主
が
父
の
城
を
誇
っ
て
天
皇
の
城
を
侮
っ
た
た
め
諌
伐
さ
れ
る
事
件
を

載
せ
、
　
「
根
使
主
之
後
為
二
坂
本
臣
一
自
レ
是
始
焉
」
と
い
う
文
で
結
ん
で
い
る
。

岸
俊
男
氏
は
、
こ
の
結
び
方
が
雄
略
九
年
の
小
鹿
火
宿
彌
に
関
す
る
伝
承
の
中

で
、
新
羅
か
ら
帰
国
し
た
小
鹿
火
宿
禰
が
ひ
と
り
角
国
に
留
ま
り
、
「
而
二
名
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
３
）

臣
↓
自
！
此
始
。
」
と
結
ん
で
角
臣
の
始
祖
伝
承
を
語
っ
て
い
る
の
と
似
て
お
り
、

紀
に
お
い
て
は
角
臣
と
坂
本
臣
が
と
も
に
紀
氏
の
同
族
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

書
紀
編
老
が
角
臣
と
坂
本
臣
の
同
族
関
係
を
意
識
し
て
始
祖
伝
承
の
結
び
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
刎
）

を
統
一
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
厳
密
に
み
て
み
る
と
、
根
使
主
に
関
す
る
伝
承
は
坂
本
氏
の
始
祖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

伝
承
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
角
臣
の
場
合
は
、
角
国
に
留
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り

そ
の
地
名
に
ち
な
ん
で
角
臣
を
称
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
坂

本
氏
の
場
合
は
何
に
よ
っ
て
坂
本
を
名
の
っ
た
の
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
根
使

主
が
追
わ
れ
て
目
根
に
逃
げ
、
そ
こ
で
殺
さ
れ
そ
の
子
孫
は
皇
后
の
部
民
と
茅

淳
県
主
の
負
嚢
者
に
落
と
さ
れ
る
。
そ
の
事
件
の
後
に
小
根
使
主
の
事
件
を
載

せ
、
唐
突
に
「
根
使
主
之
後
為
二
坂
本
臣
↓
自
レ
是
始
焉
。
」
と
結
ん
で
お
り
、

坂
本
氏
に
関
す
る
限
り
こ
の
伝
承
は
脈
略
の
な
い
感
が
あ
る
。

　
姓
氏
録
は
和
泉
皇
別
に

　
　
坂
本
朝
臣
。
紀
朝
臣
同
祖
。
建
内
宿
禰
男
紀
角
宿
彌
之
後
也
。
男
白
城
宿

　
　
禰
三
世
孫
建
目
臣
。
因
１
居
賜
二
姓
坂
本
臣
↓

と
載
せ
、
和
名
抄
に
「
和
泉
国
和
泉
郡
坂
本
郷
」
と
あ
る
の
で
、
坂
本
氏
の
本

貫
は
こ
の
地
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
、
根
使
主
が
和
泉
の
日
根
に
逃
げ
た
の

は
自
己
の
勢
力
圏
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
坂
本
氏
の
始
祖
伝
承
と
し

て
は
、
小
根
使
主
の
話
を
含
め
た
も
っ
と
違
っ
た
伝
承
が
存
在
し
て
い
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
に
は
根
使
主
が
和
泉
風
坂
本
郷
に
移
り
住
む
よ
う
に
な

っ
た
由
来
が
語
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
物
語
が
、
草
香
部
吉
士
の
起

源
説
話
と
し
て
改
変
さ
れ
た
た
め
、
残
さ
れ
た
の
が
小
根
使
主
の
話
と
「
根
使

主
之
後
云
々
」
の
一
文
の
み
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
岸
氏
と

は
逆
に
、
紀
氏
の
同
族
と
し
て
の
そ
の
文
末
を
統
一
し
た
坂
本
氏
の
家
の
伝
承

と
し
て
の
原
資
料
が
あ
り
、
そ
れ
が
草
香
部
吉
士
の
設
置
起
源
を
語
る
説
話
に



利
用
さ
れ
改
変
さ
れ
て
、
文
末
の
み
が
残
さ
れ
る
矛
盾
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
伝
承
の
改
変
と
書
紀
へ
の
定
着
は
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ

て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
天
武
十
年
正
月
紀
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
大
山
上
草
香
部
吉
士
大
形
、
援
二
小
錦
下
位
↓
価
賜
１
姓
日
二
難
波
連
↓

更
に
三
月
に
「
帝
紀
及
上
古
諸
事
記
定
」
の
勅
が
下
さ
れ
、
そ
の
編
者
の
中
に

難
波
連
大
彬
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
「
帝
紀
及
上
古
諸
事
」
が
何
に
あ
た
る
の

か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
記
序
文
に
は
「
帝
皇
目
継
・
本
辞
・
先
代
旧

辞
」
な
ど
の
名
も
み
え
る
。
こ
れ
ら
が
書
名
と
し
て
の
固
有
名
詞
な
の
か
、
皇

統
譜
や
氏
族
伝
承
や
説
話
の
類
を
一
般
的
に
指
す
普
通
名
詞
な
の
か
は
ま
だ
説

が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
間
題
は
、
天
武
十
年
三
月
の
「
帝
紀
及
び
上
古

諸
事
記
定
」
が
和
銅
五
年
成
立
の
記
や
、
続
紀
に
養
老
四
年
成
立
と
明
記
さ
れ

て
い
る
紀
の
編
纂
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
２
５
）

　
林
屋
辰
三
郎
氏
は
こ
れ
を
記
と
関
係
づ
げ
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
氏
は
そ
の

根
拠
を
、
天
武
十
年
の
修
史
に
参
加
し
た
諸
氏
は
「
難
波
連
を
除
い
て
す
べ
て

が
そ
の
祖
先
に
関
す
る
記
載
を
古
事
記
の
う
ち
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
こ

と
に
求
め
、
　
「
こ
う
し
た
人
人
を
中
心
と
し
て
編
纂
さ
れ
よ
う
と
し
た
国
史
が
、

古
事
記
を
官
撰
に
ふ
さ
わ
し
く
体
系
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
記
と
紀
を
比
較
し
て
み
る
と
、
天
武
十
年
三
月
の
記
事
に
挙

　
　
　
　
　
日
下
部
吉
士
の
伝
承

げ
ら
れ
て
い
る
諸
氏
に
関
す
る
限
り
例
外
な
く
、
紀
の
ほ
う
が
は
る
か
に
１
説
話

が
多
く
内
容
が
豊
か
で
あ
る
。
更
に
林
屋
氏
が
除
外
さ
れ
た
難
波
の
連
の
伝
承

は
記
に
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
紀
に
の
み
詳
細
な
始
祖
伝
承
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
だ
げ
で
も
林
屋
氏
の
論
に
は
矛
盾
が
あ
る
と
い
わ
な
ば
な
ら
な

い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
　
「
帝
紀
及
上
古
諸
事
」
の
内
容
や
そ
の
意
味
、
記
紀
成
立
と
の

関
連
は
、
単
に
一
氏
族
の
伝
承
の
み
に
関
す
る
考
察
だ
げ
で
は
明
ら
か
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
崔
２
６
）

べ
き
も
の
で
は
た
い
が
、
小
島
憲
之
氏
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
天
武
十
年
に
書

紀
編
纂
の
大
事
業
が
開
始
さ
れ
、
　
「
正
確
に
１
い
う
と
書
紀
の
整
傭
」
で
あ
り
、

「
帝
紀
と
旧
辞
は
書
紀
の
資
料
の
核
心
と
な
っ
た
」
と
さ
れ
る
意
見
に
賛
成
し

た
い
。

　
草
香
部
吉
士
の
伝
承
は
、
難
波
連
大
形
の
手
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
紀
の
原

資
料
に
定
着
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
原
資
料
が
す
た

わ
ち
、
天
武
十
年
三
月
の
「
帝
紀
及
上
古
諸
事
」
に
当
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。　

草
香
部
吉
士
に
と
っ
て
こ
の
修
史
事
業
へ
の
参
画
の
意
義
は
大
き
か
っ
た
。

難
波
連
を
与
え
ら
れ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
功
績
が
あ
っ
た
た
め
な
の
か
。
確
固

た
る
地
位
を
得
た
草
香
部
吉
士
の
後
蕎
は
、
こ
の
得
難
い
機
会
を
利
用
し
て
、

始
祖
伝
承
を
国
史
に
定
着
さ
せ
父
祖
の
功
績
を
賞
揚
し
た
の
で
あ
る
。

　
草
香
部
吉
士
の
始
祖
伝
承
は
、
紀
の
中
で
も
最
も
文
芸
性
豊
か
な
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
　
目
下
部
吉
士
の
伝
承

ろ
う
と
思
う
。
帰
化
系
氏
族
で
あ
る
草
香
部
吉
士
は
文
学
に
秀
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
　
「
帝
紀
及
上
古
諸
事
記
定
」
へ
の
参
画
者
の
一
人
に
選
ぱ
れ
た
理

由
も
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
◎
『
古
事
記
伝
』
第
四
十

　
　
　
古
典
大
系
本
訓
「
ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
」

　
＠
　
井
上
光
貞
「
帝
紀
か
ら
み
た
葛
城
氏
」
『
目
本
古
代
国
家
の
研
究
』
所
収

　
＠
　
景
行
記
に
、
倭
建
命
の
子
息
長
田
別
王
の
子
に
あ
た
る
人
に
桟
俣
長
目
子
王
と
あ

　
　
る
。

　
＠
　
井
上
氏
前
掲
書
。

　
＠
　
門
脇
禎
二
『
”
大
化
改
新
”
論
』
第
一
章
「
野
明
天
皇
即
位
時
紛
争
事
件
」

　
¢
　
三
浦
圭
一
「
吉
士
に
つ
い
て
」
『
目
本
史
研
究
第
３
４
号
』
所
収
。

　
＠
　
履
中
即
位
前
記
。

　
　
　
清
寧
即
位
前
記
。

　
＠
　
天
武
紀
朱
鳥
元
年
９
月
。

　
＠
　
『
古
事
記
伝
』
第
四
十
。

　
＠
『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』
第
二
章
正
月
行
事
と
山
人
の
儀
礼
。

　
＠
「
上
古
時
代
の
天
冠
」
『
日
本
古
代
文
化
研
究
』
所
収
。

　
＠
「
古
墳
時
代
の
研
究
」

　
＠
　
「
江
田
発
掘
大
刀
及
び
隅
田
八
幡
神
杜
鏡
の
製
作
年
代
」
『
考
古
学
雑
誌
』
第
二

　
　
十
四
巻
第
一
号
所
収
。

　
＠
　
小
林
氏
は
前
掲
書
で
「
五
世
紀
代
に
輸
入
さ
れ
て
五
世
紀
の
う
ち
に
古
墳
に
副
葬

　
　
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
遺
物
の
型
式
上
か
ら
推
論
う
し
る
」
と
述
べ
て
お
ら

　
　
れ
る
。

　
＠
　
三
浦
氏
前
掲
書
。

　
＠
　
『
古
代
杜
会
と
浦
島
伝
説
下
』
第
；
早
「
丹
波
系
氏
族
と
浦
喫
子
伝
説
」

＠ゆゆ＠国
名
河
内
摂
津
和
泉 『

姓
氏
録
』
和
泉
皇
別
。

水
野
氏
前
掲
書
。

小
林
行
雄
「
倭
の
五
王
時
代
」

日
下
部
氏
の
分
布
。

山
城
播
磨
出
雲

但
馬

因
幡

美
作
備
前
備
中
周
防
隠
岐
美
濃
陸
前
尾
張

一
二

『
日
本
書
紀
研
究
』
第
二
冊
所
収
。

　
　
　
　
　
　
記
　
　
　
　
　
録

神
護
景
雲
二
年
二
月
目
下
部
意
卑
麻
呂

貞
観
六
年
要
津
国
武
庫
郡
節
婦
日
下
部
連

大
鳥
郡
目
部
久
佐
倍
郷

犬
鳥
郡
日
部
神
杜

列
栗
郷
戸
主
目
下
部
連
広
足

揖
保
郡
目
下
里

秋
鹿
郡
郡
司
主
帳
外
従
八
位
下
勲
業
目
下
部
臣

秋
鹿
郡
人
日
下
部
味
麻

　
〃
　
波
如
里
目
下
部
徐
売
等
多
数

貞
観
十
七
年
十
月
美
谷
郡
権
大
領
外
従
八
位
上
目

下
部
良
氏

河
村
郡
目
下
村
、
会
見
郡
目
下
村

八
上
郡
目
部
郷
、
智
頭
郡
日
部
郷

日
下
部
黒
女

眞
取
郡
草
加
部
郷

上
道
郡
目
下
郷

小
田
郡
草
壁

玖
珂
郡
日
下
部
安
見
等

主
帳
外
少
初
位
上
勲
十
二
等
日
下
部
保
智
萬
侶

日
下
部
恵
美
売
，

天
平
勝
宝
元
年
閨
五
月
心
田
郡
日
下
部
深
淵

中
島
郡
日
部
・
愛
智
郡
目
部
郷
・

　
　
出
　
　
典

続
日
本
紀

続
目
本
紀

和
名
抄

神
名
帳

天
平
十
五
年
四
月

弘
福
寺
田
数
帳

風
土
記

風
土
記

天
平
六
年
計
会
帳

天
平
十
一
年

大
和
負
賑
給
歴
名
帳

統
日
本
紀

和
名
抄

和
名
抄

和
名
抄

和
名
抄

和
名
抄

延
喜
戸
籍

天
保
元
年
正
税
帳

大
宝
当
国

春
部
里
戸
籍

続
日
本
紀

和
名
抄



三
河
駿
河
武
蔵
上
総
下
総
筑
前
筑
後
肥
後
豊
後
日
向
阿
波

＠＠＠＠
雄
略
紀
九
年
。

「
紀
氏
に
関
す
る
一
考
察
」

「
古
事
記
と
そ
の
時
代
」

岩
波
古
典
大
系
日
本
書
紀
解
説
。

日
下
部
郷
伊
福
村

賓
飯
郡
草
部
明
神

目
下
部
今
子
・
当
国
使
宮
位
郡
散
事
目
下
部
若
樋

目
下
部
眞
刀
自

国
造
丁
日
下
部
使
主
三
中

匝
瑳
郡
日
部
郷

嘉
麻
郡
草
壁
郷

山
門
郡
草
壁
郷

貞
観
十
八
年
合
志
郡
擬
大
領
日
下
部
辰
吉

日
田
郡
靱
編
郷
日
下
部
君

貞
観
八
年
正
月
目
向
国
人
従
七
位
下
日
下
部
清
直

板
野
郡
目
下
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
本
古
代
史
研
究
』
所
収
。

　
　
　
　
　
　
　
　
『
古
事
記
大
成
』
四
所
収
。

風
土
記
逸
文

国
帳
天
平
十
年

当
国
正
税
帳

霊
異
記

万
葉
集

和
名
抄

和
名
抄

和
名
抄

続
日
本
紀

風
土
記

続
日
本
紀

延
喜
戸
籍

日
下
部
吉
士
の
伝
承

一
三
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